
行
政
事
件
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
衆
議
院
）

政
府
及
び
最
高
裁
判
所
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

本
法
に
つ
い
て
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
諸
権
利
に
十
分
に
留
意
し
、
国
民
の
権
利
利
益
の
実
効
的
な
救
済
の
確
保
の
観
点
か
ら
、

国
民
が
多
様
な
権
利
救
済
方
式
を
適
切
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
行
政
訴
訟
の
特
性
を
踏
ま
え
た

当
事
者
の
実
質
的
な
対
等
性
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

二

第
三
者
の
原
告
適
格
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
行
政
に
よ
る
多
様
な
国
民
の
利
益
調
整
の
あ
り
方
を
十
分
に
考
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
の
運
用
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
を
拡
大
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
周
知
徹
底
に
努
め

る
こ
と
。

三

執
行
停
止
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
行
政
訴
訟
に
お
け
る
救
済
が
実
質
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
事
案
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟

な
運
用
が
さ
れ
る
べ
き
趣
旨
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

四

公
法
上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
は
、
権
利
義
務
な
ど
法
律
関
係
の
確
認
を
通
じ
て
、
取
消
訴
訟
の
対
象
と

な
る
行
政
の
行
為
に
限
ら
ず
、
国
民
と
行
政
と
の
間
の
多
様
な
関
係
に
応
じ
た
実
効
的
な
権
利
救
済
を
可
能
に
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
周
知
徹
底
に
努
め
る
こ
と
。

五

政
府
は
、
個
別
行
政
実
体
法
、
行
政
手
続
及
び
司
法
審
査
に
関
す
る
改
革
な
ど
行
政
訴
訟
制
度
を
実
質
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
改
革
に
つ
い
て
、
所
要
の
体
制
の
下
に
、
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
改
革
を
継
続
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
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